
■広島湾のクロダイ
　大学3年時から主に広島湾のクロ

ダイの産卵生態について研究を続け

ています。釣り人からは、〈ちぬ〉の名

で親しまれ、日本人には身近な魚で

すが、産卵生態はほとんどわかって

いなかったため、クロダイについて

調べてきました。

■産卵を調べる方法
　私は主に瀬戸内海の魚の産卵を調

べていますが、その方法は四つあり

ます。一つ目は魚を釣って生殖腺組

織や耳石を観察する方法です。生殖

腺の発達状態や耳石を調べることで、

魚の産卵年齢などを特定することが

できます。二つ目は、海水魚の多く

が大量の卵を海中にばらまくように

産卵する性質を利用しています。

ネットを海中に落として卵をすくい、

その分布などから産卵期や産卵場を

特定していきます。三つ目は魚に超

小型の発信機を取り付けて追跡し、

魚の行動を調べるバイオテレメトリ

という技術です。産卵魚の行動を秒

単位で明らかにすることができます。

　四つ目は海水に含まれる生物由来

のＤＮＡを解析する環境ＤＮＡ調査

です。この調査は海水をくむだけで

すむため、貴重な産卵魚を殺す必要

がなく、資源保護や調査コストの削

減の面からも優れています。

■クロダイ研究から見えてきたこと
　一言でいうと、クロダイが人間の

つくりだした生活・環境に合わせて

いるということです。産卵期は、30年

前と比べると、水温上昇の影響で2週

間ほど早くなっていると考察できま

した。産卵場所は、かき養殖場のい

かだ近くで、日没前後に盛んに産卵

していることがわかってきました。

クロダイは産卵期のあいだ、1カ月間

ほぼ毎晩産卵します。産卵に必要な

エネルギーの補給（摂餌）を考えた時、

養殖場には餌となる付着生物が多く、

餌を探す手間も省けます。大型のク

ロダイにとっては、養殖場は高級マ

ンションのように居心地の良い場所

になっているのでしょう。

■クロダイ以外にも
　瀬戸内海を代表する高級魚として

知られるキジハタの産卵生態研究を

進めています。キジハタは世界的に

は絶滅危惧種ですが、瀬戸内海では

漁獲が増えている魚です。瀬戸内海

のキジハタの生態を調べることが、

世界のキジハタを増やすモデルにな

ればと思っています。また、昨年11

月から今年3月まで南極観測隊員の

一員として参加し、暗く冷たい南極

の海に住む魚の謎に包まれた産卵に

ついても研究しています。

■これからのこと
　身近な魚の産卵研究を通じて、漁

業者の生活と魚の生活（生態系）のど

ちらも守るためには、どのようにバラ

ンスをとればいいか考えていきたい

です。産卵期の魚は脂が乗らず高値

が付かないため、漁獲を控えて資源

を増やす、旬の時期には脂がのった

魚を適正量獲り、みなさんにおいしい

魚を食べてもらう、というのが一つ

の理想形です。おいしい魚を食べ、魚

に興味を持つ人が増えてくれること

が、漁業者の生活と生態系を持続的

に守るための第一歩と考えています。
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